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北京で後輩に渡した
金メダルのバトン
— 新田さんにとって7回目のパラリンピックとなった2022
年北京パラリンピックは、いかがでしたか？
北京大会はこれまでの6大会とはまったく違いました。“ルー
プ”という名の新型コロナウイルス感染症対策が取られて
おり、空港、大会会場、選手村しか足を踏み入れることがで
きず、まったく外に出ることができませんでした。また、毎日
PCR検査が行われました。通常のオリンピック・パラリンピッ
クでは選手村の外に、日本はサポートハウス※を設置してい
て、トレーニングやケア、食事などさまざまなサポートが受け
られますが、北京大会ではありませんでした。その代わりに
選手村のなかにサポートスタッフを派遣してもらって、部屋
の一角を使って対応していただく形でした。人数も制限さ
れていて、どこもスタッフが少なかったので、これまでのパラ
リンピックでは僕たち選手は競技のことだけを考えれば良
かったのですが、今回はそうはいきませんでした。北京大
会では人工降雪機を使ってコースをつくっていて、風も強
かったので、きれいに整備されていない部分があったり、日
向と日陰では雪質が変わっていることもあったので、ほかの
選手と一緒に滑りながら、この時間だったらここを滑ったほ
うが良いというようなコース戦略を僕自身が指示したりして
いました。実は、北京大会を終えたら現役を引退しようと考
えていました。帰国して、空港近くのホテルで3日間の隔離
期間を過ごしたのですが、その時にほかの選手から「新田
さんに辞められたら困ります」と言われたんです。選手では
ない形での携わり方を模索していたのですが、選手だから
携われることもあるんだろうなと思い直しました。北京大会
の期間中にアドバイスをするという経験もしたなかで、まだ

パラリンピックの経験が少ない選手にとっては頼れる存在
であるのかなと思いました。長くパラリンピックに出場してき
たからこその役割があるように感じたので、もう少し現役で
いようと決めました。

— 現在はどのようなシーズンを送っていらっしゃるので
しょうか？
2022年の北京大会までは自分自身が選手として結果を出
すことが一番優先でしたが、現在は現役を続けつつ後輩
の育成にも携わっています。選手にはそれぞれ異なるバック 
グラウンドがありますので、自分がやってきたことがほかの
選手にとって正しいわけではないと考えています。今は自分
自身の体を使いながら、自分の結果を出すところから少し
離れて、どうすれば後輩たちが試合に向けて心身ともに仕
上げていけるのか、というところを学ぶ気持ちでシーズンを
過ごしています。

— 現役選手として新田さんご自身がお手本となるという
のは後輩の選手たちにとってはほんとうに心強いですね。
ひとつの指標となれるのはとても嬉しいことだと思っていま
すが、滑り方ひとつとってもその時代時代にトレンドがある
ので、それに自分がフィットしているかどうかは非常に難し
さがあります。僕自身が若い選手に過去の経験を伝えるな
かで、自分とは考え方が違っていたりして、逆にそれが僕に
とってのヒントになることもあったりするので、今はいろいろ
と学んでいる最中です。

— 2022年北京大会では、新田さんを目標としてきた川
除大輝選手がクロスカントリー男子20kmクラシカルで金 
メダルに輝きました。後輩の活躍は、新田さんの目にはどの
ように映りましたか？
4年前の2018年平昌大会（韓国）では、僕が2010年バン
クーバー大会（カナダ）以来となる金メダルをクロスカント
リー男子10kmクラシカルで獲得し、そして今回の北京大
会では川除くんが金メダルに輝いたので、とても良いバトン
パスができたように思いました。川除くんはずっと僕を見な
がら「どうやったら追い抜けるのか」を考えてきたのだと思
いますが、これからは彼が日本のエースとなって引っ張る立
場として、彼の下の世代があとを追いかけていくような存在
になってくれるのが理想です。それこそ札幌が招致をめざ
している2030年の冬季パラリンピックの時には、川除くんは

3歳の時の事故で左腕を切断しましたが、抜群の運動能力で子どもの時からスポーツ万能だった

新田佳浩選手。4歳からスキーを始め、小学3年生から始めたクロスカントリースキーでは中学2

年生で岡山県代表として全国大会に出場するなど、早くから頭角を現しました。パラノルディック

スキー指導の先駆者のひとりである荒井秀樹監督からスカウトされたのを機に、冬季パラリンピッ

クをめざした新田選手は、1998年長野から2022年北京（中国）まで7大会連続で出場し、あわ

せて5個のメダル（金3、銀1、銅1）を獲得しました。パラノルディックスキー界をけん引してきた

新田選手に、パラリンピックでの戦いを振り返っていただくとともに、日本のパラスポーツ、パラア

スリートの現状などを伺いました。

聞き手／佐野慎輔 　文／斎藤寿子 　写真／フォート・キシモト、新田佳浩 　取材日／2022年11月1日

※サポートハウス：日本代表選手団のベストパフォーマンスを引き出すための支援施設。オリンピックでは2012年ロンドン大会＜イギリス＞で初めて設置され、冬季大会では2014
年ソチ大会＜ロシア＞から。パラリンピックは2016年リオデジャネイロ大会＜ブラジル＞から導入された

2022年北京パラリンピック
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界で、それをどれだけキャッチして自分に落とし込み、理想と
している感覚に近づけるかが大事なのだと思いました。

パラリンピックでの敗戦で
沸き上がった挑戦の気持ち
— 新田さんがパラリンピックをめざすきっかけとなったの
が、荒井秀樹※さんの存在でしたね。

僕 が中学 2 年 生の時に、
岐阜県の鈴蘭高原で開催
された全国中学校スキー
大会（全中）に岡山県代表
として出場しました。確か
ゼッケンは6番で早い段階

でスタートしたこともあって、当時長野オリンピック・パラリ
ンピックの技術委員長を務めていた和田光三さんが僕を
すぐに見つけたそうなんです。それで翌年（1996年）2月
に和田さんと荒井さんがスウェーデンで開催された障害
者スキーの世界大会に視察に行った際、和田さんが「そ
ういえば、全中で片手でスタートしていた選手がいたな」
と話したことがきっかけで、荒井さんが僕に連絡をくれた
のが最初でした。当時、僕はオリンピックのことはもちろ
ん知っていましたが、パラリンピックのことはまったく知りま
せんでした。荒井さんから「障害者スポーツの最高峰の
大会なんだよ」と言われても、ピンときませんでしたし、何よ
り自分はそれまでずっと健常者の大会に出ていたので、
自分ごとのようには考えられませんでした。それでも荒井
さんが「広い世界を見てみるのもいいんじゃないかな」と
おっしゃって、映像を見せてくれたんです。そしたらストッ
ク1本で滑っているようにはとても思えないほどダイナミッ
クに滑るトーマス・エールス
ナー選手（ドイツ）が映って
いて、「この選手に会った
ら、自分が知らなかった世
界に出合えるんじゃないか
な」と思ったんです。当時、
障害がある自分に対して、
どうしても前向きになれな
いこともあったんですが、そ
んな自分が変われるかもし
れないと思い、パラリンピッ

29歳と最も脂が乗っている時期でしょうから、日本のエース
として活躍してくれるはずです。その時に彼に続く2番手、3
番手の若い選手が出てくるには、今のうちに発掘して強化
していかないといけません。

“美しい者は強い”の
名言を体現したフォーム
— 新田さんご自身の人間形成という部分では、核となっ
ているのはやはりご両親ですか？

僕は3歳の時に祖父が運転
するコンバインで左腕を切
断する不慮の事故に遭っ
たのですが、両親が息子に
ケガをさせてしまったことに
対してどう思ったかというこ
とが、僕がその後生きていく
うえでとても重要なポイント
だったように思います。母
親は失われてしまったもの
をいくら嘆いても仕方ない
と。それよりもケガをしたあ
との人生のほうが長いのだ
から、左腕を切断した息子
を過保護に育てるのではな
く、自分が生きていくために
何をしなければいけないの

かを考えられる人に育ってほしいと思ったそうです。父親
も本当は、ケガをさせた祖父母、父親からすれば両親を責
めたい気持ちはあったかもしれません。でもそれをぐっとこ
らえて、僕が退院して自宅に帰ってきた時に、まず僕に言っ
たのは「佳浩、おじいちゃんとおばあちゃんを責めるんじゃ
ないよ。ケガをしたのは自分の責任なのだから、そこだけは
ちゃんとわかっておきなさい」ということでした。もう
40年近く前のことになりますが、その時の父親の言
葉はとても強く印象に残っており、今も脳裏に焼き
付いています。両親は僕がケガをした時に、これか
らどのように育てていけばいいか、家族でどのよう
に進んでいこうかということをきちんと話し合ってく
れたのだと思います。そういう両親に育ててもらっ
たからこそ、僕も今、自分の息子たちに対して同じ

ように、自分がやったことは自分で責任を持てる人になって
ほしいと思っていますし、そのために何をしなければいけな
いかを考えられる人になってほしいと思います。それと、自
分がそうだったように、子どもには夢を持ってほしいなと思っ
ています。今、長男は陸上競技をやっていて、箱根駅伝で
走りたいという夢を持っていて、それを僕にも語ってくれま
す。一方、次男は「サラリーマンでいい」と言うので、「どう
してサラリーマンになりたいの？」と聞いたら「別に」と（笑） 
もちろんサラリーマンになるのもいいし、ほかに何か好きな
ことがあるんだったら、夢を持ってがんばってほしいなと思
います。次男は生き物が好きで、先日も僕に「お父さん、穴
子と鰻の違いって知ってる？」とクイズを出してきました。 
もしかしたらそういった生き物に関わる道に進むことがある
かもしれないなと思いながら、楽しそうに話しているのを聞
いていました。

— 新田さんの場合は、その夢がクロスカントリースキー
の選手だったということですね。
スキーを始めるきっかけは、子どものころの環境にありまし
た。僕が通った小学校では年に3回、1日スキー教室に参
加するというのが学校行事としてありました。それで小学校
に入学するまでにスキーができないとまずいだろうということ
で、父親がスキー板を買ってきてくれて、スキー場に行った
のが最初でした。だから小学校に上がるころにはほかの子
よりも滑ることができていました。でも、父親はもっと上手に滑
れるようにしてあげたいと思っていたようです。偶然、小学
校で教えてくれていた先生が、もともとクロスカントリーをやっ
ていた方でした。私は当時アルペンスキーをやっていました
が、先生にアルペンスキー板の3分の1の細さのクロスカント
リーのスキー板にバランスよく乗れる感覚を養えば、もっとア
ルペンスキーも上達する、と言われて、クロスカントリースキー
を始めました。だから本当はアルペンスキーをやるために 
クロスカントリースキーを始めたはずだったのですが、いつ

の間にかクロスカントリースキーのほうに進んでいました。ク
ロスカントリースキーのコースは平たんではなく上り下りがそ
れぞれ3分の1ずつあるので、小学生の時にスキー板をは
いて雪上の上り坂を走り続けるのは本当に辛くて、途中で
ちょっと歩いてしまうこともありました。でも、そうすると結果と
して秒差で負けてしまうこともあって「あの時、自分が歩いて
しまったからだ」と反省しました。誰かのせいではなくて自
分自身に負けて歩いてしまったからなんだということを感じ
た時に、どうすれば自分に負けずに勝てるのだろうかという
ことを考えるようになりました。それで実際にがんばってみた
ら、少しずつ結果を出せるようになっていき、そこに喜びを見
いだせたのが、クロスカントリースキーを続けた要因でした。

—クロスカントリースキーの魅力とは、どういったところに
感じていますか？
僕の場合は競技の魅力というよりも、子どものころはレース
で勝つことに喜びを見出していました。勝てば嬉しいです
し、負ければ悔しい、その繰り返しのなかで、競技を続けて
いたように思います。ただ年齢を重ねていくにつれて、健常
者とフィジカル面で大きな差を感じました。「同じことをして
いても勝てない」と思ったので、「自分の強みってどこにある
のだろう。ストロングポイントを伸ばしていこう」と考えながら
取り組み、オリンピック選手の映像を見て、練習の時にはそ
の選手をイメージしながら走っていました。

— 1928年アムステルダム大会（オランダ）で日本人初の
金メダリストとなった陸上競技・三段跳びの織田幹雄さんが

「美しい者は強い」という名言を残されていますが、新田さ
んはそれをまさに体現されていらっしゃいます。
ぎこちない動きをしていると、それだけロスが生まれてしまうの
で、ぎこちなさをいかになくせるかがタイムを伸ばす方法のひ
とつだと思います。極端に言えば、動物に近い動きや体づくり
をめざしています。例えば、アメンボは何か自分の身に起こっ
た時に、どうしてあれだけ素早い対応ができるのだろうか、そ
の動作のメカニズムはどうなっているのだろうかとか、あるい
は馬は草食動物で肉を食べていないはずなのに、なぜあれ
だけ筋骨隆々で無駄のない体なのだろうかなどといろいろ
思いをめぐらせました。動物は人間が考えているよりも先のこ
とを自然とできているのではないかと考えていくと、何か自分
に取り入れられるものはないかなと思うようになっていったん
です。実はいろいろなところにヒントがあって、正解のない世

※荒井秀樹：日本で初めてパラスポーツの実業団チームを立ち上げ、日本パラリンピックスキーチーム監督、日立ソリューションズ「チームAURORA」監督を歴任。現在は北海道エ
ネルギースキー部監督

上：3歳のころ
下：3歳のころ妹と

小学生のころ 小学生のころ

荒井秀樹氏（右）。左が本人

荒井秀樹氏（後ろ）と
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クをめざそうという気持ち
になりました。一方で父親
からはパラリンピックをめざ
すのもいいけれど、今まで
通り健常者の大会に出るこ
とも続けてほしいと言われ
たので、高校まではどちら
の大会にも出場していまし
たね。

— 2年後の1998年長野大会に出場し、パラリンピック初
出場ながらクロスカントリー男子5kmクラシカル、20kmクラ
シカル、10kmフリーの3種目で8位入賞されました。ご自身と
しては、納得のいく結果ではなかったそうですね。
長野パラリンピックはどのレースもゴール直後は「全力を出
し切り、がんばったな」と思うことができました。そして、あの
あと、両親からケガをした時のことを改めて聞かされたんで
す。それまで家族のなかでは僕がケガをした時のことはタ
ブー視されていて、ほとんど話題にあがったことはありませ
んでした。レース終了後にメディアのインタビューに僕が答え
た記事を両親が読み、祖父の思いを伝えようと思ったそうで
す。祖父が「自分の腕を切って、孫に付けてほしい」と言っ
てくれていたこと、思い詰めた祖父が死んでしまうのではな
いかと家族みんなが心配していたことなど、両親がきちんと
話してくれました。その話を聞いて、みんなが僕のことを心配
しながらも応援してくれているんだなと気づいて、家族に、特
に祖父にメダルをかけてあげたいと思うようになりました。そ
れがパラリンピックに1回出場しただけで、あるいは8位入賞

で満足するんではなく、
もっと努力しなければと
思う原動力になりました。
それ以降はメダルを獲る
ためにどれだけ自分のパ
フォーマンスを高められ
るかということにフォーカ
スしていきました。

— 筑波大学時代は、
スキー部がなくて陸上
競技部で練習をしてい
たそうですね。

陸上競技部に所属していたわけではありませんが、一緒にト
レーニングをしていました。そのなかで長距離を指導してい
るコーチに、パラリンピックでメダルを獲るような海外のトップ
選手の映像を見ていただいて、僕に何が足りないかを一緒
に考えてもらい、練習メニューをアドバイスしていただいたり
していました。そのおかげで、ひと回り体が大きくなりました。

— 大学3年生だった2002年に2度目のパラリンピック、ソ
ルトレークシティ大会（アメリカ）に出場されました。
少なくともメダル圏内にはいるだろうと自信を持って臨んだ
大会でした。クロスカントリー男子5kmクラシカルのレース
では、3.5kmの段階でコースの脇からコーチが「トップだ
ぞ」と声をかけてくれ、秒差で5人くらい後ろにいることも聞
いていましたが、残り1kmはほとんど下りだったこともあって

「そんなに大きくタイム差が広がったり縮まったりすること
はないだろうから、このままトップでいけるんじゃないか」と
心のどこかで思っていました。結局ゴールした時には4位。
レース後にインタビューを受けた時に感じたのは、もちろん
僕自身にも大会にかける4年間の思いというのはありました
が、海外選手と比べると思いが足りていなかったんじゃな
いかなと気づかされました。それと自分がどれだけ努力を
しても、最後の詰めを誤ってしまうとダメなんだということも
身にしみて感じました。どうしようもないもやもやした気持
ちで、その日の夜はなかなか寝付けませんでした。結局、
そのあとに金メダルのトーマス選手がドーピングで陽性と
いうことが判明し、順位が繰り上がって僕が銅メダルという
ことになったのですが、初めてパラリンピックでメダルを獲
得した喜びよりも、やはり油断して逆転された悔しさのほう
が大きかったです。またメダルとは言っても、当時は金メダ
ルをめざしていたので、たまたま繰り上がっての銅メダルで
はまったく納得はできませんでした。どちらかというと結果
は悪くても長野大会の時のほうが苦しいなかで歩きそうに
なりながらもがんばって滑り切ったという達成感がありまし
た。ソルトレークシティ大会はそういう達成感もなかったの
で、「完璧な選手になりたい」という気持ちが強く芽生えま
した。それで大学卒業後も競技を続けたいと思い、1年後
にアディダス ジャパンに入社しました。

— 社会人となり、生活も練習方法も変わったと思います。
ご自身の競技への取り組みも、次のトリノ大会をめざして変
わったのではないでしょうか。

スキーには年間の総合ランキングがあります。クロスカント
リーにはクラシカルとフリーという2種類の走法があり、その
なかで距離もいろいろありますが、それぞれポイントがつい
ていて、その合計で年間総合ランキングのナンバーワンを
めざします。常に表彰台に上がるようなレベルをめざさなけ
ればいけないのですが、どうしてもフリーの成績がふるわな
くて、総合ランキングは2位、3位が続いていました。ただ次
の2006年トリノ大会（イタリア）では僕が得意とするクラシカ
ルのほうが種目は多いということもわかっていましたので、そ
のクラシカルの種目のなかで金メダルが獲れるだろうと思っ
ていました。ところが、2005年のトリノ大会のプレ大会では、
自分ではそれほど悪いタイムではないだろうと思って走って
いても、平らな部分が多いコースということもあって、両側の
バランスが取り辛いという障害の関係上、どうしても海外の
選手にはかなわなかったんです。それでトリノ大会までの
1年間で、どれだけ平らな道での走力を上げることができる
かを重点課題に置いてトレーニングを積み重ねて、自分とし
ては手応えを感じながら本番に臨みました。

—トリノ大会では20㎞クラシカルの５位が最高でした。
いざレース当日ウォーミングアップをしていた時に、海外選
手に対して「勝てないかもしれない」と一瞬思ってしまっ
たんです。それで「少しでもタイムを縮めなければ」という
気持ちが、逆に無駄な動きだったり心のブレにつながって
しまいました。自分が最も自信のあったクロスカントリー男
子10kmクラシカルでは序盤の1km過ぎで転倒し、右手で
持っていたストックで脇腹を強打してしまいました。痛みを

こらえて最後まで走り
切りましたが、13位に
終わりました。もしトリ
ノで金メダルを獲って
いれば、そこで納得し
て、おそらく現役を引
退していたと思いま
す。でも、メダルを獲れ
ないばかりか、前回の
ソルトレークシティ大
会から順位も落として
しまったので、そこで
やめるわけにはいか
ないなと思いました。

それまでは技術的な部分を磨くことにフォーカスしていまし
たが、海外選手を見ていると技術よりも、とにかくパワーで
押しきるという滑りをしていて、フィジカルの部分での差を
埋め切れていなかったのかもしれないという反省もありまし
た。そこで、もう一度金メダルを狙うチャレンジをするのであ
れば、環境や自分自身の考え方など、さまざまなものを変え
ていかなければいけないだろうと考え、日立ソリューション
ズに転職し、トレーニング方法も見直しました。

家族をつなぎあわせた
初の金メダル
—日立ソリューションズでは、同社のスキーチーム

「AURORA」に入り、再び荒井さんに師事するようになり
ましたね。
大学卒業後、一度荒
井さんの元を離れて、
自分ひとりでどれだけ
やれるかということに
挑戦したのですが、や
はり個人よりもチームと
しての活動のほうにメ
リットがあるんじゃない
かと思って「AURORA」に入りました。4年後の2010年バ
ンクーバー大会をめざすにあたって、まず何に取り組みた
いかとなった時、僕自身はトリノ大会で直面したパワー不
足の面を改善したいと考えました。現在はオリンピックだけ
でなくパラリンピックの選手もJISS（国立スポーツ科学セン
ター）でトレーニングすることができますが、当時は使うこと
ができなかったので、大森（東京都大田区）にあるジムに
通いました。そこで元JISSのスタッフだった方に師事して、
ウエートトレーニングに励みました。週に5回くらいウエート
トレーニングをやっていましたが、最初は筋肉痛で歩くの
も辛かったです。このままやったら、かえって今まで技術に
フォーカスしてきてつくり上げてきたフォームが崩れてしまう
のではないか、と不安になったこともありましたが、徐々に
やっていくうちにフィジカルの部分での強みも感じられるよ
うになっていきました。

—トリノ大会後、日立ソリューションズの先輩である小林
（旧姓）深雪※さんから何か言葉を贈られたそうですね。

※小林深雪：現・井口深雪。視覚障害の部でバイアスロンとクロスカントリーの日本代表としてパラリンピックに3大会出場。1998年長野大会では女子バイアスロン女子7.5kmで
金メダルに輝き、2006年トリノ大会では12.5kmで金メダル、7.5kmでは銀メダルを獲得した

日立ソリューションズ「AURORA」部員
（右端が本人）

2006年トリノパラリンピック1998年長野パラリンピック

中学生時代
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僕が日立ソリューションズに入社した時に、小林さんからは
「私は今シーズン（2006-07）で引退するから」という話が
ありました。小林さんは世界のトップレベルで活躍されて
いました。僕はまだ思うような成績が出せていませんでし
た。シーズン終わりのほうの大会で優勝することができたこ
ともあって、シーズンが終わって小林さんがチームみんなの
前で挨拶をした時に「私がいなくなっても、新田くんが引っ
張って行ってくれると思います」と言っていただきました。

—バンクーバー大会をめざすなかで、ご結婚もされまし
た。決断の決め手となったのはどのようなことでしたか？

2008年に結婚をしま
したが、実は荒井さん
からは「こんな大事な
時期に大丈夫か？」
と心配をしていただき
ました。でも僕にとっ
ては食事面でサポー
トしてもらえること、家
族を持って支えてもら

えることのほうが重要なので、という話をし、結婚に至りまし
た。それまでずっとあった「祖父のために」という気持ちに
加えて、「新しい家族のために」という気持ちが加わり、より
一層モチベーションが高まりました。

— 心技体すべてがそろったなかで、2010年バンクー
バー大会に臨んだということになりますね。
特にトリノ大会で課題だったフィジカル面では、例えば1分
間にできる腹筋回数は、最初は65回くらいだったのが、その
うちに70回後半とか、オリンピック選手にも負けない回数を
こなせるようになったんです。そうしたことが自信となり、「こ
の部分では海外選手にも絶対に負けていない」という自
分のストロングポイントを見出せたことがとても大きかったで
す。不安がなくなり「これだけやったんだから」と自信を持て
たことが、パフォーマンスにもプラスに働いたと思います。実
際、調子もすごく良く、気持ちの部分でも余裕がありました。
それまではパラリンピックの直前となると「結果を出さなけれ
ばいけない」と自分のことばかりでいっぱいいっぱいになっ
ていましたが、バンクーバー大会の事前合宿ではほかの選
手を見ていて「こうしたほうがいいんじゃないかな」とアドバ
イスをしたりしていました。それだけ周りを見られる心のゆと

りがあったのだと思います。本当にすべての面で「よし、こ
れで勝負できる」という万全の状態で大会に臨めたことが、
バンクーバー大会で金メダルを獲れた最大の要因だったと
思います。
日本を出発する時に妻から手紙をもらいました。それを最
初のレースの前日に読んだんです。「これまでの集大成、お
世話になった人たちのためにがんばろうね」と書かれてあり
ました。それまでの自分を振り返ることができて、翌日それを
思い出したらレースが始まる前に涙が出てきましたが、「こ
れまでやってきたことはすべて今日のためだったのだから、
金メダルというよりも自分のベストなパフォーマンスをしっかり
と出そう。そうすれば自ずと結果は出る」と割り切った気持
ちになれたことも大きかったです。

—そのバンクーバー大会では、クロスカントリーで男子
10kmクラシカルと、1kmスプリントで2冠に輝きました。悲願
の金メダルをおじいさんにかけてあげられた時はどんな気
持ちでしたか？
その前年の12月に祖母が亡くなりました。僕は遠征中でノ
ルウェーにいましたが、妻から連絡が来て、初めて吐血し
て入院していたということを知りました。パラリンピック直前
の僕には競技に集中してほしいと思って知らせなかった
そうです。だから亡くなったなんてとても信じられませんで
した。すぐに帰りたかったのですが、それも叶わず、ようや
く四十九日の時に実家に帰省することができました。元気
だったころ、祖父母はしょっちゅう喧嘩をしていました。僕は

「もしかしたら2人は仲が悪いのかな」と思ったこともあっ
たのですが、祖母が亡くなって、祖父が縁側でひとり寂し
そうにしている姿を見た時に、「そうではなかったんだな」
と気づきました。その時の祖父の背中があまりにも寂しそう
で「このまま祖父もいなくなってしまうんじゃないか」と不安
な気持ちになりました。祖母がいなくなったこともそうです
し、なんだかこれまでずっとつながっていた自分の家族の
形が崩れてしまうんじゃないかと。それを防ぐためにも、僕
が金メダルを獲って、祖父に喜んでもらい、家族をまたひと
つにつなげたいと思いました。実際に金メダルを獲って、そ
れを祖父にかけることができて本当に良かったと思いまし
た。ひとつ目の金メダルを獲った時に姉から、祖父も喜んで
いるし、祖母も天国で喜んでいると思うよ、という連絡をもら
いました。その時に「ああ、なんとか間に合った」と安堵の
気持ちになりました。

—バンクーバー大会で悲願の金メダ
ルを獲得し、おじいさんにかけてあげる
目標を達成しました。そこで現役を引退
するという考えはありましたか？
正直、そこで辞めてもいいかなと思って
いました。ただ、小林さんが僕にバトン
をつないでくれたように、僕も後輩にバト
ンをつないでからという気持ちはありま
した。当時、日立ソリューションズには僕
のほかに3人しかいなかったんです。日立ソリューションズ
のスキー部「AURORA」は、障害があっても環境さえ整え
ば世界でメダルを獲れる選手を育てることができることを世
間に広く発信していくことと、パラスポーツを普及させていく
2つの側面を担う、日本においてはリーダー的存在です。そ
う考えると、常にメダリストを輩出することも重要で、そうした
選手の発掘・育成を継続した形で行っていくということが
会社の方針としてありましたので、金メダルを獲ったから辞
めるのではなく、継続していってほしいと会社から事前に言
われていました。ですから、どういう形にしろ、続けていこう
と考えていました。

— 2014年ソチ大会ではメダルを逃すという残念な結果
でしたが、2018年平昌大会では、クロスカントリー10kmクラ
シカルで金メダル、1.5kmクラシカルスプリントで銀メダルと、
見事に返り咲きを果たしましたね。

祖父が2012年に亡くなって、どこに目標を置いていいの
かわからないまま臨んだのが2014年ソチ大会でした。た
だ帰国した時に長男が手づくりの金メダルを持って成田
空港に迎えに来てくれたんです。ちょうどその時、長男は
僕がケガをした時と同じ3歳だったのもあって、自分が競
技をしている姿を見て子どもが何かを感じてくれていた
のかなと思いました。それで「また4年間がんばって、メダ
ルをめざすチャレンジをしてみようかな」という気持ちに
なりました。ちょうど同じタイミングでパラリンピックが厚生
労働省からスポーツ庁に移管したことを機に、JISSのサ
ポートを受けられるようになったことも大きかったです。平
昌大会の時は37歳でしたが、その年齢でもう一度世界
の頂点に返り咲くことができたのは、JISSで取り入れた科
学的根拠に基づいたトレーニングのおかげでした。開幕
1週間前までは、倒れ込んでこのまま終わりたいと思うくら
いに苦しい低酸素トレーニングをしていました。毎回「もう

二度とやりたくない」と逃げ出したくなるのですが、
それでも続けていくと効果が実感できました。冬
季競技は11月ごろからシーズンが始まって3月ま
での長丁場の戦いのなか、ずっと好調をキープす
ることはとても難しいんです。特にクロスカントリー
スキーのように長距離の競技の場合はどうしても
筋力が落ちてしまう。そうすると、それまで挙げら
れていた重さの9割ほどのバーベルしか挙げられ
なかったりして、夏までに蓄えていたはずの筋量
をキープできていないということを感じていました。
でも、平昌大会の前年からはJISSでの指導で、
それまでとは違う刺激を与えるようなトレーニング 
メニューを取り入れたところ、その年のシーズンはとて
も調子が良かったんです。だから同じようにすれば、
平昌でも調子をキープしたまま臨むことができること
がわかっていました。それは、とても大きかったです。

夫人（中央）、長男（左）と

2014年ソチパラリンピック 2018年平昌パラリンピック

2010年バンクーバーパラリンピック 2010年バンクーバーパラリンピック
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冬季競技と言いますと、どうしても冬のシーズンの間だけ
が活動期間だと思われがちですが、実は年間を通じて活
動していることをもっと知っていただきたいなと思います。ま
た、ジュニアの子どもたちの受け入れ先については、まだま
だ足りていないように感じます。大学までは親のサポート
で競技を続けることができる選手が多いのですが、大学
卒業後の受け入れ先がなかなか見つからないという選手
が多いのが現状です。現在のパラノルディックスキーの強
化・育成制度では、能力が高くてパラリンピックをめざせる
ような段階にあったとしても、最低でも3年間待たないとトッ
プの強化指定選手にはなれないんです。そうするとアス
リート雇用をしている企業にもアピールすることができませ
ん。ですので、例えば基準を数値化して、それを超える能
力がある選手は、段階を踏まなくても、どんどん海外に行
かせて経験を積ませるような、育成と強化が交わる制度が
必要だと思います。

— 最後に、新田さんご自身が次世代に残したいもの、伝
えたいこととは何でしょうか？
僕は人生のピークがいつ来るかわからないということを常
に思っていますが、子どもでも今体育が得意な子がオリン
ピックの選手になれるかというと実はそうではなくて、その
後にピークが来てトップへとのぼりつめる選手もたくさんい
ると思います。大事なのは、自分が一生懸命にがんばって
きたことが必ず人生の糧になるし、夢の実現に近づくという
こと。そして、そのがんばりは必ず誰かが見てくれていると
いうことだと思うんです。自分が今できる最大限のことをや
ることによって、夢の扉は広がっていきます。ピークが来る
時期は人それぞれなので、誰かと比べて恥ずかしいなどと
思って諦めずに、目標に向かってとにかく一生懸命にがん
ばってほしいなと思います。

—また 入 社 当 初 から
「AURORA」の活動を日
立ソリューションズが会社を
挙げて手厚くサポートされ
ていたことも結果を出すうえ
では大きかったのではない
でしょうか？

とても大きかったですし、それなくしてはパラリンピックでの
活躍はなかったと思います。「AURORA」には後援会が
あり、任意で入会してくれている社員が、国内大会はもちろ
ん、いつもパラリンピックの現地にまで応援に駆けつけてく
れるんです。
それが本当に力になったし、モチベーションになりました。
会社の新人研修の時には毎年、「AURORA」の紹介を
していただけるので、新入社員にも興味を持っていただい
て、現在は約4000人の社員の方が入会してくれています。
チームの応援ももちろんですが、さまざまな地域に同僚と一
緒に出掛け、食事をするといった交流の場としても社員の
方たちには魅力のようで、応援してもらうという一方通行だ
けではなく、お互いにとってとても良い形ができているなと
思っています。また、会員の皆さんからの会費は、選手の用
具代の一部に充てられることもあり、社員の方の応援して
くれる気持ちが込められたお金で購入されたものだと思う
と、選手もよりがんばれるというところがあるんです。

体制も制度も変革が必要な
冬季競技の現状
— 地元開催となった東京2020パラリンピックは、1998年
長野大会を経験された新田さんにとってはどのようなことを
感じられた大会だったでしょうか？
2013年に東京2020オリンピック・パラリンピックの開催が決
定して以降、学校教育のなかでパラアスリートが学校を訪
問して講演をしたり、子どもたちが競技を体験したりする機
会があったことで、パラリンピックが言葉だけでなく深く浸透
されていったように思います。なかでも東京2020大会で杉
村英孝選手が個人で金メダル、団体でも銅メダルを獲得し
たボッチャは、渋谷区の区役所にボッチャコート2面が常設
されて無料で利用する事ができるなど、簡単に楽しむこと
ができるパラスポーツとしてすっかり定着したなという印象
があります。

— 東京2020大会や2022年北京大会（中国）では、原則
として無観客のなかで競技が行われました。実際に北京
では無観客のなかでのレースはいかがでしたか？
当然、観客がいてくれたほうが選手の励みになりますが、無
観客でもオンラインで観戦してもらえたり、SNSで声援を届
けてもらえたりと、応援のツールが増えたことはコロナ禍で
の開催だったからこその産物だったように思います。

— 2030年の招致をめざす札幌でのオリンピック・パラリ
ンピック開催については、いかがでしょうか？
競技人口が減少傾向にある冬季競技をアピールする大き
なきっかけになると思います。また、地域活性化という視点
からすれば、メリットは札幌だけに限りません。東京2020
大会ではコロナ禍で残念ながら原則としてできませんでし
たが、全国の市町村が海外の選手団をホストとなって迎え
て、練習環境を提供するだけでなく、子どもたちや地域の
方たちとの交流することも、地域活性化のひとつの起爆剤
になると思います。

—パラリンピックは今後、どうあるべきだと思いますか？
まず最初によく言われるのは各選手の障害の程度が「わ
かりにくい」ということ。その部分での理解を深めることが、
パラリンピックの普及において大前提になるのかなと思いま
す。そのうえでオリンピックと同じひとつの大会として組み込
まれていくのが、正しい方向であるように思います。ただ最
初からオリンピックと同じにするとなるとハードルは高いと思
いますので、まずはオリンピックの公開競技からスタートして
もいいのかなと考えます。そうしたなかで、まずは見てもらう
ことでスポーツとして認識してもらい、徐々に溶け込んでいく
ようなやり方がいいのかなと思います。

— 東京2020大会を機に、ひと昔前に比べると日本でもパ
ラスポーツの認知が高まり、パラアスリートの育成・強化の
環境も少しずつオリンピックに近づいてきていると思います。
とはいえ、裾野を広げることはとても難しい。そういった点
からも、今後のパラスポーツについては、どのようにお考えで
しょうか？
まだ今の段階では同じ競技でも、オリンピックとパラリンピックは
別々の組織となっているところがほとんどですが、一部では同
じ競技としてひとつの組織を形成している団体もあります。例
えばトライアスロンは、日本トライアスロン連合のなかに、トライア

スロンとパラトライアスロンがあって、大会も一緒に開催されて
います。そのような動きが、今後はさらに活発になっていくの
ではないでしょうか。実はパラスキーにおいても、IPC（国際パ
ラリンピック委員会）ではなく、オリンピック同様にFIS（国際ス
キー連盟）の基準を取り入れる傾向があると聞いています。
こうした動きからも、将来的にはスキーも同じ大会で開催され
るようになっていくのではないかと思います。10年以上前にな
りますが、ノルウェーでは健常者と障害者の大会が、ひとつの
大会として同じ会場で行われたことがありました。3歳刻みで
ジュニアの部があって、23歳以上はシニアの部となっていまし
たが、そのなかにパラの部もあったんです。パラリンピックをめ
ざす子どもたちが、オリンピックに出るような選手のパフォーマ
ンスを間近に見られる機会があるっていいな、とその時に思
いました。そうすると、障害の有無に関係なく、子どもたちのス
ポーツがしたいという気持ちが高まるんじゃないかなと。それ
が競技人口を増やす礎にもなるような気がします。

— 今後の日本スポーツ界のあり方については、どのよう
にお考えでしょうか？
日本で子どもたちがスポーツに携わるとなると、未だに多く
の場合、学校の部活動に入らなければいけません。通学
する学校にない競技はできませんし、冬季競技はしたいと
思っても、やれる環境がなかなかないというのが現状だと
思います。そのような点では、地域スポーツの普及拡大が
必須であるように思います。また、日本ではどうしても子ども
の時からひとつの競技だけをやることが良しとされることが
多いと思いますが、海外の選手を見ていると、子どもの時
はいろいろなスポーツをして、そのなかで自分に合っている
もの、自分が本当にやりたいと思ったものを成長していくに
従って取捨選択できたほうが、競技を絞った時にもいろい
ろな引き出しが持てるのではないかなと感じます。僕自身、
子どもの時は春から秋まではソフトボールをやっていました
し、小学校の児童数も少なかったこともあって、陸上や水
泳の大会にも参加していました。また、秋にはバスケットボー
ルやサッカーもやりましたし、そのうえで冬になったらスキー
をやっていたので、スキーだけではなく“投げる”“蹴る”とい
う基本的な動作も自然とできていて、それも間接的にはス
キーでバランスを取る時に生かされているように思います。

— 冬季競技のパラアスリートの現状は、どのようなもので
しょうか？

日立ソリューションズ
平昌パラリンピック壮行会（2018年1月）
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歴　史 H I S T O R Y

 … 新田佳浩氏 略歴　　  … 世相
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P H O T O G A L L E R Yフォトギャラリー

3歳のころ 3歳のころ妹と

小学生のころ

荒井秀樹氏（右）。左が本人

荒井秀樹氏（後ろ）と

2022年北京パラリンピック

2010年バンクーバーパラリンピック

2014年ソチパラリンピック

夫人（中央）、長男（左）と

日立ソリューションズ「AURORA」
部員（右端が本人）

2006年トリノパラリンピック

1998年長野パラリンピック

中学生時代

日立ソリューションズ
平昌パラリンピック壮行会（2018年1月）

新田佳浩氏

小学生のころ

2018年平昌パラリンピック2010年バンクーバーパラリンピック

2010年バンクーバーパラリンピック


